
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2024年度　定例活動報告書
 実施日時： （土） 9:00～12:00

天候： 晴れ
報告者：　 橋本谷・中川  望

項番 作業内容 従事
人数

1 里山保全活動体験者への活動内容説明＆園内案内 １名

「里山の保全活動体験会」に

参加された３名の方に対し、

活動体験実施前に当NPOの

活動内容の説明＆園内案内

を行いました。

　

2 林床のササ刈り  １５名

前回に引き続き、園路を挟んでノジトラノオエリアと反対側となる林床のササ刈り（手刈り及び機械刈り）を

行いました。右の写真は、ササ刈り終了後です。

 

3 スズメバチ営巣防止対策 ７名

4 危険木伐採及び森林内の伐採後木材等の搬出 ３名

弁天橋付近の倒木の危険性のあるクリの

枯れ木の伐採を行いました。  

上記作業終了後に、里山活動体験者も  

交えて森林内の伐採後木材等の搬出を

行いました。

5 園内掲示板の修理 ３名

前回、修理終了後に設置した

駐車場前掲示板の足場補強

を行いました。続いて同じく

修理が完了した掲示板を公道

に面する２カ所に設置しました。

  

 

参加者　　　３７名　　（　会員　３４名　　活動体験会参加者　３名　）

3月1日

本日は前回（2/23）に引き続いて「里山の保全活動体験会」を開催し、前回と同数の３名の方が参加されました。
この３名の方も含め、本日の活動参加者は総勢３７名でした。
そして本日は、①里山保全活動体験者への活動内容説明＆園内案内、②林床のササ刈り、③スズメバチ営巣
防止対策、④危険木伐採及び森林内の伐採後木材等の搬出、⑤園内掲示板の修理、⑥遊具資材の設置、⑦
チョウのモニタリング調査、⑧フジ棚の整備、⑨フデリンドウ自生地の整備、⑩タシロラン自生地の確認、⑪自然
観察、等々の活動を行いました。

　園路周辺で樹木の洞（うろ：木の内部にできた洞窟状の空間）にスズメバチが巣を作らないように、穴の
状況により、防虫ネットを丸めて詰めたり、防虫ネットで覆ったりしました。本日は7本の木において実施し
ました。



項番 作業内容 従事

人数

6 遊具資材の設置 ２名

新たな丸太の埋め込みは
本日終了。丸太ステップが
完成しました。

7 チョウ類のモニタリング調査 ５名

8 フジ棚の整備 ２名

前回に引き続き、フジ棚の天井部分の整備を行いました。

9 フデリンドウ自生地の整備 ２名

タシロラン自生地の確認 ５名

自然観察

結果は、キタテハの1種1頭
のみでした。

キタテハ（夏型） キタテハ（秋型）

　タカ類が獲物を調理した跡。
サギ類の羽根だけが残ってい
ます。自然界の厳しさを感じま
す。

ウグイスカグラ

11

前回に続いて、フデリンドウ自生地周辺のササ刈りを行いました。

（写真はございません）

　タシロランは例年7月上旬に開花しますが、昨年は開花しませんでした。本日、自生地を確認し
ましたが、特にヤブ化している様子は見受けられませんでしたので見守って行きたいと思います。

（写真はございません）

10


